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歳
入
は
、
市
の
財
源
と
し
て

入
っ
て
く
る
お
金
で
す
。
そ
の
決

算
額
は
、
１
７
４
億
８

７
１
４
万

９

２
１
７
円
で
す
。

　

グ
ラ
フ
１（
下
・
円
グ
ラ
フ
）は
、

そ
の
内
訳
を
表
し
た
も
の
で
す
。

所
得
税
・
消
費
税
な
ど
の
国
税
の

一
部
を
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方

交
付
税
が
約
32
％
を
占
め
、
次
に

多
い
の
は
市
民
の
皆
さ
ん
に
納
め

て
い
た
だ
く
市
民
税
な
ど
の
市
税

が
約
25
％
、
続
い
て
事
業
を
実
施

す
る
た
め
長
期
的
に
国
な
ど
か
ら

借
り
入
れ
す
る
市
債
と
な
っ
て
い

ま
す
。
以
下
、
国
庫
支
出
金
、
県

支
出
金
、
諸
収
入
、
繰
越
金
の
順

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
お
よ
び
企
業
会
計

が
、
平
成
19
年
第
３
回
桜
川
市
議
会
定
例
会
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

市
財
政
の
中
心
の
一
般
会
計
の
歳
入
決
算
額
が
１
７
４
億

８ 

７
１
４
万
９ 

２
１
７
円
、
歳
出
決
算
額
が
１
６
５
億

７ 

４
５
０
万
１ 

４
８
６
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
、
そ
の
決
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

，，

，，

１
７
４
億
８  

７
１
４
万

９  

２
１
７
円

，，

歳入歳入

市税（24.4％）

42億6,795万4,013円

市税（24.4％）

42億6,795万4,013円市債（10.0％）

17億5,380万円

国庫支出金（ 8.7％）

15億2,178万7,297円

諸収入（ 4.0％）

6億9,827万7,241円

地方譲与税（ 3.5％）

7億2,948万2,936円

地方交付税（31.7％）

55億4,014万3千円

繰　越　金（ 3.5％）… 6億692万8,873円
地方消費税交付金（2.5％）… 4億4,011万8千円
繰入金（1.8％）… 3億1,169万6,418円
使用料及び手数料（0.9％）… 1億5,439万4,346円
自動車取得税交付金（0.9％）… 1億5,988万1千円
分担金及び負担金（0.7％）… 1億2,428万2,182円
地方特例交付金（0.6％）… 1億598万6千円
ゴルフ場利用税交付金（0.3％）… 5,207万3,305円
利子割交付金（0.1％）… 1,574万5千円
配当割交付金（0.1％）… 1,899万2千円
株式等譲渡所得割交付金（0.1％）… 1,276万8千円
財産収入（0.1％）… 1,808万3,913円
交通安全特別対策交付金（－）… 692万9千円
寄附金（－）…  244万1,470円

県支出金（ 5.4％）

9億4,538万5,223円

１
６
５
億
７  

４
５
０
万

１  

４
８
６
円

，，

区　　　　　分 歳　　　　入 歳　　　　出

一　般　会　計 174 億 8,714 万 9,217 円 165 億 7,450 万 1,486 円

特

別

会

計

国民健康保険 56億 8,455 万 4,530 円 52 億 8,251 万 3,304 円

老人保健 46億 4,477 万 7,557 円 45 億 8,006 万 9,255 円

農業集落排水事業 3億 6,785 万 466 円 3億 5,017 万 9,134 円

公共下水道事業 12億 5,592 万 8,360 円 12 億 2,144 万 6,461 円

介護保険 27億 1,546 万 4,952 円 25 億 5,136 万 5,570 円

野外趣味活動施設 2,995 万 2,523 円 3,013 万 2,712 円

合　　　　　計 321 億 8,567 万 7,605 円 305 億 9,020 万 7,922 円

■歳入・歳出総額

歳出

商工費（ 1.4％）… 2億3,221万5,387円
議会費（ 1.3％）… 2億1,132万4,468円
諸支出金（ － ）… 394万7,233円
労働費（ － ）… 16万6千円
災害復旧費（ － ）… 0円
予備費（ － ）… 0円

消防費（ 4.5％）

7億3,942万4,349円

民生費（21.8％）

36億1,326万6,891円

民生費（21.8％）

36億1,326万6,891円

土木費（15.0％）

24億7,865万815円

土木費（15.0％）

24億7,865万815円

総務費（14.6％）

24億2,730万517円

総務費（14.6％）

24億2,730万517円
教育費（11.4％）

18億8,261万5,535円

教育費（11.4％）

18億8,261万5,535円

衛生費（10.7％）

17億6,813万5,503円

衛生費（10.7％）

17億6,813万5,503円

公債費（9.8％）

16億2,220万122円

公債費（9.8％）

16億2,220万122円

農林水産業費（9.6％）

15億9,525万4,666円

農林水産業費（9.6％）

15億9,525万4,666円

市民一人当たりでは

舎
管
理
や
選
挙
経
費
の
総
務
費
、

教
育
費
、
衛
生
費
の
順
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

左
表
は
、
目
的
別
歳
出
と
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い

た
市
税
を
、
皆
さ
ん
一
人
当
た
り

に
換
算
し
た
も
の
で
す
。

一
般
会
計
・

歳
出
の
内
訳

一
般
会
計
・

歳
出
の
内
訳

一
般
会
計
・

歳
入
の
内
訳

一
般
会
計
・

歳
入
の
内
訳

使われたお金
337,092円

納めていただいた市税
84,914円

民生費　73,486 円

お
年
寄
り
や
身
体
の

不
自
由
な
方
な
ど
の

た
め
に

商工費･議会費･諸支出金
・労働費　9,102 円

議
会
や
商
工
労
働
な

ど
に

市民税 　34,208 円

固定資産税　42,896 円

※一般会計歳出をもとに、平成 19
　年 3月末現在の人口 49,169 人
　で算出しました。

区　　　分 収　　　入 支　　　出

岩瀬水道事業

収益的（主に
維持管理関係）

4億 8,638 万 7,282 円 5億 2,279 万 8千円

資本的（主に
設備投資関係）

4,344 万 8,600 円 1億 6,025 万 3,707 円

真壁水道事業

収益的（主に
維持管理関係）

4億 20 万 86 円 4億 1,512 万 3千円

資本的（主に
設備投資関係）

3,677 万 9,500 円 1億 7,092 万 2,806 円

大和水道事業

収益的（主に
維持管理関係）

1億 7,550 万 4,252 円 2億 783 万円

資本的（主に
設備投資関係）

52万 5千円 4,555 万 8,808 円

総務費　49,366 円

戸
籍
、
庁
舎
管
理
や

選
挙
経
費
に

農林水産業費　32,444円

農
業
を
一
層
盛
ん
に

す
る
た
め
に

土木費　50,410 円

道
路
や
橋
な
ど
の
建

設
や
修
繕
な
ど
に

教育費　38,288 円

学
校
施
設
の
建
設
費

や
生
涯
学
習
振
興
な

ど
に

公債費　32,992 円

市
の
借
入
金
の
返
済

な
ど
に

衛生費　35,960 円

ご
み
処
理
や
公
衆
衛

生
費
に

消防費　15,038 円

防
災
対
策
、
消
防
、

緊
急
救
命
活
動
な
ど

( グラフ１)
( グラフ２)

　

歳
出
は
、
市
民
の
皆
様
の
た
め

に
使
わ
れ
る
お
金
で
す
。
そ
の
決

算
額
は
、１
６
５
億
７

４
５
０
万

１

４
８
６
円
で
す
。

　

グ
ラ
フ
２（
下
・
円
グ
ラ
フ
）は
、

歳
出
を
目
的
別
に
表
し
た
も
の
で

す
。
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
方
な
ど
の
た
め
に
使
わ
れ
る
民

生
費
が
最
も
多
く
、
続
い
て
道
路

や
橋
な
ど
の
建
設
や
修
繕
な
ど
に

充
て
ら
れ
る
土
木
費
、
戸
籍
・
庁

※一般会計歳入の市税をもとに、
　平成 19 年 3 月末現在の人口
　49,169 人で算出しました。

■水道事業会計決算

軽自動車税　1,450 円

市たばこ税　6,358 円
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そ
の
後
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様

の
中
、
各
小
学
校
区
別
に
電
柱
な

ど
に
貼
ら
れ
た
有
害
広
告
物
除
去

活
動
と
通
学
路
を
含
め
た
環
境
点

検
活
動
、
書
店
・
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ

ク
ス
な
ど
の
関
連
業
種
を
対
象
に

「
青
少
年
健
全
育
成
に
協
力
す
る

店
」
の
協
力
推
進
活
動
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

同
市
民
会
議
で
は
、
今
後
も
よ

り
良
い
社
会
環
境
の
整
備
を
め
ざ

し
、
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携

の
下
、
地
域
ぐ
る
み
の
運
動
と
し

て
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

青少年のための社会環境浄化活動
青少年の健全育成および非行防止のために、

より良い社会環境の整備を目指して、関係 48団体・約 500人が参加
　

青
少
年
の
健
全
育
成
お
よ
び

非
行
防
止
の
た
め
に
、
よ
り
良
い

社
会
環
境
の
整
備
を
目
指
し
て
青

少
年
育
成
桜
川
市
民
会
議
主
催
の

「
青
少
年
の
た
め
の
社
会
環
境
浄

化
活
動
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
地
域
ぐ
る
み
の
運
動

と
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
、大
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー（
シ

ト
ラ
ス
）
で
行
わ
れ
た
全
体
集
会

に
関
係
48
団
体
・
約
５
０
０
人
が

参
集
。
有
害
自
販
機
３
な
い
運
動

宣
言
と
子
ど
も
の
安
全
を
守
る
た

め
の
緊
急
ア
ピ
ー
ル
決
議
採
択
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
シ
ト
ラ
ス
）

で
行
わ
れ
た
全
体
集
会
の
模
様

雨
模
様
の
中
、
地
域
や
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
市
内
各
所
で
違
法
ビ
ラ
な
ど
の
撤
去

作
業
や
通
学
路
を
含
め
た
環
境
点
検
活
動

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
域
ぐ
る
み
の
運
動
と
し

て
毎
年
実
施

違
法
ビ
ラ
な
ど
の
撤
去
作

業
や
通
学
路
の
安
全
点
検

満100歳の
お祝いに

市長が敬老訪問
　

敬
老
の
日
を
前
に
し
た
９
月
14
日
（
金
）、
今
年
で
１
０
０
歳
を
迎
え

ら
れ
た
５
人
の
方
を
、
市
長
が
敬
老
訪
問
し
褒ほ

う

状じ
ょ
う

と
記
念
品
を
贈
呈
し
て

長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

　

桜
川
市
に
は
、
最
高
齢
の
１
０
６
歳
を
筆
頭
に
１
０
０
歳
以
上
の
方
が

20
人
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
（
９
月
１
日
現
在
）。

　

み
な
さ
ん
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

中
なか

澤
ざわ

　きよのさん（阿部田地区・明治 41 年１月３
日生）
　一昨年（98歳）まで元気に畑仕事をされていた
そうです。

河
かわ

田
た

　もとさん（真壁町田地区・明治 40年９月１
日生）
　毎日三度の食事を起きてとっているそうです。

松
まつ

永
なが

　たつさん（写真左・亀岡地区・明治 41年３月 28日生）

　　　ふみさん（写真中央・亀岡地区・明治 41年３月 30日生）

大
おお

関
ぜき

　せんさん（写真右・西小塙地区・明治 40年５月 25日生）

　３人の方とも、毎日施設で使うエプロンやハンカチをたたむお手伝いをされています。
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子
ど
も
た
ち
が
農
村
の
自
然
や
生
活
を
体
験

-

ふ
る
さ
と
探
検
隊

-

　

子
ど
も
た
ち
に
、
桜
川
市
の
農
業
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
「
平
成
19
年

度　

ふ
る
さ
と
探
検
隊
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
に
農
業
に
関
心
を

も
っ
て
も
ら
お
う
と
す
る
県
の
「
ふ
る
さ
と

水
と
土
基
金
」
の
委
託
を
受
け
た
本
市
が
実

施
し
た
も
の
で
、
市
内
の
小
学
生
を
対
象
に

夏
休
み
期
間
中
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
昼
食
に
は
、
地

元
で
収
穫
さ
れ
た
農
産
物
を
様
々
な
料
理
の

食
材
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
で
、
地
産
地
消

を
推
進
し
、
普
段
、
何
気
な
く
食
べ
て
い
る

農
産
物
に
感
謝
す
る
機
会
に
も
な
れ
ば
と
の

願
い
も
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

参
加
し
た
１
４
０
人
の
子
ど
も
た
ち
か
ら

は「
普
段
出
来
な
い
体
験
や
見
学
が
で
き
て
、

ま
た
来
年
も
参
加
し
た
い
。」
な
ど
の
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
子
供
た
ち
が
地
元
の
農
業
や
農

村
文
化
に
接
す
る
こ
と
で
、
農
業
に
関
心
と

理
解
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、今
後
も
、農
業
体

験
な
ど
の
取
組
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

猿
田
小
学
校
の
３
年
生
か
ら
６
年

生
の
32
人
は
、
真
壁
藍
工
房
（
真
壁

町
下
谷
貝
地
区
）
で
、
真
壁
藍
保
存

会
の
指
導
に
よ
り
ハ
ン
カ
チ
の
藍
染

め
体
験
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
同

地
区
で
地
域
づ
く
り
活
動
を
さ
れ
て

い
る
「
観よ

ろ

こ

び喜
の
里
」
の
ご
協
力
で
、

流
し
そ
う
め
ん
や
古
代
米
に
舌
鼓
を

打
ち
ま
し
た
。

　

午
後
に
は
、
五
所
駒
瀧
神
社
（
真

壁
町
山や

ま

尾お

地
区
）
で
宮
司
さ
ん
か

ら
「
ア
ヒ
ル
農
法
と
古
代
米
」
に
つ

い
て
の
話
を
聞
き
、
実
際
に
田
ん
ぼ

の
中
で
働
く
ア
ヒ
ル
を
見
学
し
ま
し

た
。

　

真
壁
小
学
校
の
５
年
生
60
人
は
、

真
壁
町
上
谷
貝
地
区
の
キ
ュ
ウ
リ
生

産
農
家
を
訪
れ
、
収
穫
体
験
と
新
鮮

な
キ
ュ
ウ
リ
の
味
を
堪
能
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
Ｊ
Ａ
北
つ
く
ば
大
和

選
果
場
（
大
国
玉
地
区
）
で
、
ト
マ

ト
と
キ
ュ
ウ
リ
の
自
動
選
果
機
を
見

学
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、霞
ヶ
浦
用
水
調
整
池（
つ
く

し
湖
）
と
上
野
沼
揚
水
機
場
で
子
ど

も
た
ち
は
、
普
段
入
れ
な
い
施
設
の

内
部
に
興
味
津
々
で
し
た
。
昼
食
は

「
Ｊ
Ａ
北
つ
く
ば
ほ
ほ
え
み
部
」に
よ

る
地
元
産
野
菜
を
使
っ
た
カ
レ
ー
ラ

イ
ス
な
ど
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

　

大
国
小
学
校
の
５
・
６
年
生
48
人

は
、
同
校
で
「
い
わ
せ
蕎
麦
の
会
」

指
導
に
よ
る
地
元
の
そ
ば
粉
を
使
っ

た
蕎
麦
打
ち
体
験
、
市
内
在
住
の
彫

刻
家
指
導
に
よ
る
地
元
石
を
使
っ
た

「
オ
ブ
ジ
ェ
づ
く
り
」
を
体
験
し
ま

し
た
。
昼
食
は
、
地
元
女
性
部
「
大

和
加
工
食
品
技
術
研
究
会
」「
み
ど

り
の
会
」
ご
協
力
の
地
元
農
産
物
を

使
っ
た
お
か
ず
な
ど
と
一
緒
に
自
分

た
ち
で
打
っ
た
蕎
麦
を
試
食
し
ま
し

た
。
午
後
に
は
、
富
谷
地
区
の
農
家

の
大
豆
畑
を
訪
れ
、
大
豆
に
つ
い
て
の

説
明
を
受
け
、
地
元
の
大
豆
を
使
っ
た

豆
腐
が
お
土
産
で
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

藍
あい

染
ぞめ

体験と流しそうめん・古
こ

代
だい

米
まい

試食、
アヒル農法見学小学校

猿
さるた

田

キュウリ収穫体験と霞ヶ浦用水施設見学
小学校
真
まかべ

壁

「真壁藍工房」で藍
あい

の生
葉染めに挑戦。藍の葉
をジューサーで細かく
砕き、絹のハンカチ染
めをしました。

アヒル農法で古代米づく

りに取り組む五
ごしょごまがたき

所駒瀧神
じん

社
じゃ

宮司の話に耳を傾け

る子どもたち。

蕎麦打ち・石のオブジェづくり体験と
大豆畑見学小学校

大
おおくに

国

キュウリ生産農家のハ
ウスを訪れ実際に収穫
を体験。採れたての新
鮮なキュウリを試食し
ました。

JA北つくば大和選果場
でキュウリ・トマトが自
動選果機で箱詰めされ
るまでを見学しました。

「いわせ蕎麦会」の指導
により地元の蕎麦粉を
使った蕎麦打ちを体験
しました。

市内在住の彫刻家の指
導により石のオブジェ
作りを体験。見事な作
品が完成しました。

▲

▲

▲

▲

▲

▲



岩瀬地区区長会から
岩瀬地区の各小中学校に寄付

　

岩
瀬
地
区
区
長
会
（
細ほ

そ

谷や

敏と
し

明あ
き

会

長
）
か
ら
、
学
校
図
書
室
の
整
備
充

実
な
ど
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
、

岩
瀬
地
区
の
各
小
中
学
校
（
小
学
校

５
校
・
中
学
校
２
校
）
に
寄
付
が
あ

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
区
長
会
か
ら
岩
瀬
各

地
区
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
班（
愛
育
班
）

の
活
動
に
対
し
て
、
地
区
に
還
元
し

よ
う
と
各
小
中
学
校
に
寄
付
さ
れ
た

も
の
で
す
。「
図
書
室
の
本
を
充
実

さ
せ
、
さ
ら
に
子
ど
も
た
ち
に
読
書

を
奨
励
し
た
い
。」
と
南

み
な
み

飯い
い

田だ

小
学

校
稲い

な

川が
わ

校
長
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

桜川市未来クラブ約１６０人
が市内道路の清掃作業

　

桜
川
市
内
の
建
設
業
者
67
社
を
中

心
と
し
た
「
桜
川
市
未
来
ク
ラ
ブ
」

の
み
な
さ
ん
が
、
８
月
10
日
の
「
道

の
日
」
に
市
内
道
路
の
清
掃
作
業
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
国
土
交
通
省
が
道
路
の

正
し
い
利
用
や
道
路
愛
護
思
想
の
普

及
を
目
的
に
、
毎
年
８
月
を
「
道
路

ふ
れ
あ
い
月
間
」・
同
月
10
日
を
「
道

の
日
」
と
定
め
た
事
に
ち
な
ん
で
行

わ
れ
た
も
の
で
、
当
日
は
、
関
係
者

約
１
６
０
人
・
車
両
60
台
が
参
加
。

真
夏
の
強
い
日
ざ
し
の
中
、
半
日
か

け
て
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
の
清
掃
作
業
に

汗
を
流
し
ま
し
た
。

桜
川
市
未
来
ク
ラ
ブ
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
道

路
清
掃
作
業
出
発
式
の
模
様
。
こ
の
清
掃
作

業
で
約
２
ト
ン
の
ゴ
ミ
が
回
収
さ
れ
ま
し
た
。

介護施設「さくらがわ」で
沼
ぬま

尻
じり

和
かず

彦
ひこ

さんがピアノ演奏会

　

自
営
業
の
傍
ら
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

で
活
躍
中
の
沼
尻
和
彦
さ
ん
が
、
プ

ロ
歌
手
の
人ひ

と

見み

麻ま

妃き

子こ

さ
ん
を
招
い

て
、
介
護
老
人
保
健
施
設
「
さ
く
ら

が
わ
」
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ピ
ア
ノ

演
奏
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
演
奏
会
は
、
増ま

す

渕ぶ
ち

孝た
か

史ふ
み

さ
ん

（
高
久
地
区
）
の
企
画
で
実
現
し
た

も
の
で
、
入
所
者
な
ど
約
１
３
０
人

の
方
は
、
生
の
ピ
ア
ノ
演
奏
や
歌
声

に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ
れ
た
よ
う

で
す
。「
音
楽
を
聴
く
こ
と
で
少
し

で
も
入
所
者
の
方
の
心
身
回
復
な
れ

ば
。
ほ
か
の
施
設
か
ら
も
要
請
が
あ

れ
ば
行
っ
て
い
き
た
い
。」
と
、
増

渕
さ
ん
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

入
所
者
な
ど
の
方
は
、
沼
尻
さ
ん
（
写
真
右
）

の
ピ
ア
ノ
演
奏
や
人ひ

と

見み

さ
ん
（
写
真
左
）
の

歌
声
に
自
然
と
手
拍
子
が
わ
き
上
が
る
な
ど

楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

真壁・大和地区たばこ販売
女性部がクリーン作戦を実施

　

真
壁
・
大
和
た
ば
こ
販
売
女
性
部

の
み
な
さ
ん
が
、
Ｊ
Ｒ
大
和
駅
と
り

ん
り
ん
ロ
ー
ド
真
壁
休
憩
所
周
辺
で

ク
リ
ー
ン
作
戦
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
部
が
喫
煙
マ
ナ
ー
向

上
と
未
成
年
者
喫
煙
防
止
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
環
境
美
化
運
動
を
年
２
回

実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
10

年
目
を
迎
え
ま
す
。「
当
初
あ
っ
た

た
く
さ
ん
の
ゴ
ミ
も
年
々
減
っ
て
き

て
、
私
た
ち
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
の

成
果
が
現
れ
て
き
た
の
か
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
き
れ
い

な
ま
ち
づ
く
り
に
努
力
し
て
い
き
た

い
。」
と
、
み
な
さ
ん
は
話
し
て
い

ま
し
た
。

吸
い
殻
の
落
ち
て
い
な
い
き
れ
い
な
街
を

願
っ
て
Ｊ
Ｒ
や
ま
と
駅
周
辺
の
ク
リ
ー
ン
作

戦
を
実
施
し
た
、
真
壁
・
大
和
た
ば
こ
販
売

女
性
部
の
み
な
さ
ん

茨城県建設業協会とCCI茨城が
桜川中学校で建設体験学習

　

（
社
）
茨
城
県
建
設
協
会
と
茨
城

県
魅
力
あ
る
建
設
事
業
推
進
連
絡
会

議
（
Ｃ
Ｃ
Ｉ
茨
城
）
が
、
桜
川
中
学

校
で
中
学
生
体
験
学
習
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
両
団
体
が
ウ
ッ
デ
ィ
ー

ハ
ウ
ス
の
制
作
を
と
お
し
て
中
学
生

に
建
設
業
と
い
う
仕
事
や
物
造
り

の
喜
び
な
ど
を
体
験
し
て
も
ら
お
う

と
、
平
成
６
年
か
ら
実
施
し
て
い
る

も
の
で
、
こ
れ
ま
で
12
か
所
で
13
棟

が
建
築
さ
れ
ま
し
た
。生
徒
た
ち
は
、

同
団
体
会
員
の
指
導
の
下
、
日
頃
出

来
な
い
測
量
や
建
設
機
械
操
作
な
ど

の
珍
し
い
体
験
に
各
所
で
歓
声
を
上

げ
て
い
ま
し
た
。

桜
川
中
学
校
に
寄
贈
さ
れ
た
「
ウ
ッ
デ
ィ
ー

ハ
ウ
ス
桜

さ
く
ら

楽ら

」
竣
工
式
で
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を

行
う
（
左
か
ら
）
鈴
木
校
長
・
石
川
教
育
長
・

県
建
設
協
会
筑
西
支
部
柴
支
部
長

つれづれの会が
藍
あい

染
ぞ

め作品展を開催
初
め
て
藍
染
め
に
「
藍
は
生
き
も
の
で
温
度

な
ど
の
管
理
が
難
し
い
こ
と
が
よ
く
分
か
り

ま
し
た
。」
と
、つ
れ
づ
れ
の
会
の
み
な
さ
ん
。

伝統文化こども教室事業で
「いけばな子ども教室」を開催

　

子
ど
も
た
ち
に
日
本
の
伝
統
文
化

を
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
、
文
化
庁

の
委
嘱
事
業
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る

伝
統
文
化
こ
ど
も
教
室
事
業
で
「
楽

し
い　

い
け
ば
な　

子
ど
も
教
室
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
和
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
た
こ

の
事
業
は
、
同
庁
の
委
嘱
を
受
け
た

伝
統
文
化
活
性
化
国
民
協
会
が
11
回

に
わ
た
っ
て
行
う
も
の
で
、
参
加
し

た
親
子
や
兄
弟
な
ど
23
人
の
方
は
、

市
文
化
協
会
大
和
支
部
池
坊
華
道

部
の
指
導
の
も
と
ひ
ま
わ
り
や
カ
ー

ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
熱
心
に
生
け
込

み
個
性
豊
か
な
作
品
を
仕
上
げ
ま
し

た
。

最
初
は
戸
惑
い
を
見
せ
た
子
ど
も
た
ち
で
し

た
が
個
性
豊
か
な
作
品
が
多
数
仕
上
が
り
ま

し
た
。

桃
もも

山
やま

中学校野球部が
総体県西地区大会で優勝

総
合
体
育
大
会
県
西
地
区
大
会
の
軟
式
野
球
の

部
で
優
勝
に
輝
き
３
年
連
続
県
大
会
出
場
を
果

た
し
た
桃
山
中
学
校
野
球
部
の
み
な
さ
ん
。
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桜
川
市
の
環
境
や
福
祉
に
役
立
と

う
と
自
主
的
に
活
動
し
て
い
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
「
つ
れ
づ
れ
の
会
」

（
小こ

松ま
つ

崎ざ
き

智と
も

子こ

会
長
）
の
み
な
さ
ん

が
、
大
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
シ

ト
ラ
ス
）
で
藍
染
め
作
品
展
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

会
員
数
約
１
０
０
人
を
数
え
る
同

会
は
、
旧
岩
瀬
町
の
山
野
草
講
座
メ

ン
バ
ー
が
母
体
と
な
り
平
成
３
年
発

足
。
合
併
を
期
に
、
大
和
・
真
壁
地

区
の
こ
と
も
勉
強
し
よ
う
と
真
壁
藍

保
存
会
の
協
力
を
得
て
、
藍
染
め
や

藍あ
い

草ぐ
さ

を
種
か
ら
育
て
葉
か
ら
直
接
染

め
る
生な

ま

葉ば

染そ

め
に
挑
戦
。
会
場
に
は

多
数
の
力
作
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

下
妻
市
営
柳や

な

原は
ら

球
場
を
メ
イ
ン
会

場
に
開
催
さ
れ
た
「
平
成
19
年
度　

総
合
体
育
大
会　

県
西
地
区
大
会
」

軟
式
野
球
の
部
で
、
桃
山
中
学
校
が

優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　

今
大
会
に
は
、
県
西
地
区
の
28
校

が
参
加
。
４
会
場
で
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。
同
校
は
、
３
回
戦

ま
で
順
当
に
勝
ち
進
み
、
準
決
勝
・

決
勝
で
は
、
関

せ
き
じ
ょ
う城

中
（
筑
西
市
）
に

１-

０
、
下し

も

妻づ
ま

中
（
下
妻
市
）
に
２

-

０
と
完
封
勝
利
し
ま
し
た
。
ま
た
、

同
校
は
こ
の
結
果
を
受
け
て
同
総
体

県
大
会
に
出
場
。
２
回
戦
ま
で
駒
を

進
め
ベ
ス
ト
８
入
り
を
果
た
し
ま
し

た
。

こ 

ま
つ
ざ
き

岩
瀬
地
区
区
長
会
の
細ほ

そ

谷や

会
長
（
写
真
中
央
）、

臼う
す

井い

副
会
長
（
写
真
右
か
ら
２
番
目
）
と
会
計

の
小
松　

さ
ん
（
写
真
右
側
）
が
、
南

み
な
み

飯い
い

田だ

小

学
校
を
訪
れ
、
稲い

な

川が
わ

校
長
（
左
か
ら
２
番
目
）

と
小お

河が

原わ
ら

教
頭
（
左
側
）
に
寄
付
金
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。
同
様
に
、
ほ
か
の
６
校
に
も
同
会

役
員
の
方
が
訪
れ
寄
付
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
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を
保
護
者
に
か
わ
っ
て
保
育
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
施
設
で
す
。

保
育
所
名
（
定
員
）

■
岩
瀬
保
育
所
（
１
８
０
人
）

■
岩
瀬
東
部
保
育
所（
１
５
０
人
）

■
岩
瀬
北
部
保
育
所
（
90
人
）

■
や
ま
と
保
育
所
（
60
人
）

■
真
壁
保
育
園
（
２
０
０
人
）

保
育
時
間

■
平
日
／
７
時
30
分
〜
18
時
30
分

（
真
壁
保
育
園
は
、
７
時
30
分
〜

19
時
）

■
土
曜
日
／
７
時
30
分
〜
12
時

（
真
壁
保
育
園
は
、
７
時
45
分
〜

12
時
45
分
）

入
所
で
き
る
年
齢

■
岩
瀬
・
岩
瀬
東
部
保
育
所
／
７

か
月

■
岩
瀬
北
部
・
や
ま
と
保
育
所
／

１
歳

■
真
壁
保
育
園
／
10
か
月

保
育
料

　

前
年
分
の
課
税
額
に
応
じ
て
７

階
層
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

入
所
選
考
方
法

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種

健
康
推
進
課

対
象
者
／
接
種
希
望
者
の
み

・  

桜
川
市
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、

接
種
日
に
65
歳
以
上
の
方

※
対
象
の
方
に
は
、
受
診
券
（
ハ

ガ
キ
）
を
郵
送
い
た
し
ま
す
。

・ 

60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
、

肝
臓
、
呼
吸
器
、
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機

能
に
障
害
が
あ
る
方
（
医
師
の

診
断
書
ま
た
は
身
体
障
害
者
手

帳
１
級
程
度
が
必
要
）

■
期
間
／
平
成
19
年
10
月
１
日
〜

平
成
20
年
１
月
31
日

■
公
費
負
担
額
／
２ 

０
０
０
円

（
接
種
料
金
が
２ 

０
０
０
円
を
超

え
る
場
合
の
差
額
お
よ
び
予
診
の

み
の
場
合
は
、
自
己
負
担
と
な
り

ま
す
。）

■
持
参
物
／
受
診
券
（
ハ
ガ
キ
）、

健
康
保
険
証

接
種
方
法

・ 
医
療
機
関
ま
た
は
施
設
に
直
接

お
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

医
療
機
関
ま
た
は
施
設
か
ら
配

付
さ
れ
る
予
診
票
裏
面
の
「
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
予

防
接
種
を
受
け
る
方
へ
」
を
よ

く
お
読
み
に
な
り
、
正
確
に
予

診
票
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
健
康
推
進
課（

58-

５
１
１
１
、75-

３
１
１
１
代
表
）

平
成
20
年
度　

桜
川
市
立
幼

稚
園
園
児
募
集

学
校
教
育
課

■
応
募
資
格
／
桜
川
市
居
住
者
で

４
歳
児
（
平
成
15
年
４
月
２
日
〜

平
成
16
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
幼
児
）

■
募
集
人
員
（
４
歳
児
）

・
ま
か
べ
幼
稚
園
／
１
０
０
人

・
や
ま
と
幼
稚
園
／
90
人

・
坂
戸
幼
稚
園
／
35
人

■
募
集
期
間
／
11
月
１
日
（
木
）

〜
11
月
８
日
（
木
）　

９
時
30
〜

16
時
30
分
（
土
・
日
曜
、
祝
日
は

除
く
。）

※
各
園
と
も
、
定
員
を
超
え
た
場

合
は
抽
選
で
決
定
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、

随
時
受
け
付
け
い
た
し
ま
す
。

■
入
園
願
書
受
付
場
所
／
ま
か
べ

幼
稚
園
（
真
壁
町
桜
井
８
４
８
）・

や
ま
と
幼
稚
園
（
大
国
玉
13
）・

坂
戸
幼
稚
園
（
西
飯
岡
５
５
８-

１
）

■
入
園
願
書
設
置
場
所
／
各
幼
稚

園
・
本
庁
・
各
支
所
玄
関
ホ
ー
ル

※
入
園
願
書
は
桜
川
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
保
育
時
間
／
月
曜
日
〜
金
曜
日

８
時
15
分
〜
15
時

■
園
児
の
通
園
方
法
／
ま
か
べ
幼

稚
園
・
や
ま
と
幼
稚
園
（
幼
稚
園

専
用
バ
ス
）

※
園
児
バ
ス
の
運
行
は
各
園
と
も

既
存
の
コ
ー
ス
に
な
り
ま
す

坂
戸
幼
稚
園
（
保
護
者
送
迎
）

■
授
業
料
等

・
入
園
料
／
３ 

０
０
０
円

・ 

授
業
料
／
４ 

５
０
０
円

　
（
月
額
）

・
給
食
費
／
３ 

８
０
０
円

　
（
月
額
）

・
そ
の
他
／
諸
経
費
（
月
額
）

■
問
合
先
／
ま
か
べ
幼
稚
園
（

55-

３
５
５
５
）・
や
ま
と
幼
稚

園
（

58-

５
０
９
６
）・
坂
戸

幼
稚
園
（

75-

２
１
４
９
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

平
成
20
年
度　

保
育
所
入
所

申
込
受
付

児
童
福
祉
課

　

保
育
所
と
は
、
保
護
者
が
働
い

て
い
た
り
、
病
気
の
状
態
に
あ
る

な
ど
家
庭
に
お
い
て
十
分
保
育
で

き
な
い
（
保
育
に
欠
け
る
）
児
童

募　

集

※
市
税
は
納
期
内
に
納
め
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
納
め
忘
れ
が
な
く

簡
単
で
便
利
な
納
付
方
法
と

し
て
、
口
座
振
替
制
度
が
あ

り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

10
月
の

　

納
税
・
保
険
料

市
県
民
税　
　
　
　

  

３
期

国
民
健
康
保
険
税　

  

５
期

介
護
保
険
料　
　
　

  

４
期

納
期
限:

10
月
31
日
（
水
）

　

添
付
書
類
に
よ
り
保
育
に
欠
け

る
度
合
い
の
高
い
方
か
ら
入
所
承

諾
と
な
り
ま
す　
　
　
　
　

■
受
付
期
間
／
11
月
１
日
（
木
）

〜
14
日
（
水
）
土
・
日
、
祝
日
は

除
く
。

※
必
ず
期
間
内
に
受
付
を
し
て
く

だ
さ
い
。

■
受
付
場
所
／
岩
瀬
庁
舎　

児
童

福
祉
課
・
大
和
庁
舎　

保
健
福
祉

課
・
真
壁
庁
舎　

保
健
福
祉
課

※
継
続
で
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方

も
手
続
き
が
必
要
で
す
。
市
外
の

保
育
所
に
入
所
希
望
の
方
も
同
様

に
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

■
問
合
先
／
児
童
福
祉
課
（

58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１

代
表
）

市
長
と
語
ろ
う
！
「
市
民
の

日
」

秘
書
広
報
課

　

皆
さ
ん
の
声
を
行
政
に
反
映
す

る
た
め
に
、
市
長
と
語
り
合
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
話
題
は
な
ん
で
も

結
構
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す

■
日
時
／
10
月
22
日
（
月
）
9
時

健
康
・
福
祉

〜
12
時
・
13
時
〜
16
時

■
場
所
／
岩
瀬
庁
舎
1
階
会
議
室

■
問
合
先
／
秘
書
広
報
課
（

58-

５
１
１
１
、
75-

３
１
１

１
・
内
線
１
２
６
７
）

※
次
回
の
『
市
民
の
日
』
は
、
11

月
26
日
（
月
）
大
和
中
央
公
民
館

で
行
い
ま
す
。

第
9
回
筑
西
広
域
イ
ベ
ン
ト

「
や
っ
ぺ
え
」
開
催

筑
西
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

■
日
時
／
10
月
21
日
（
日
）
９
時

〜
15
時

■
会
場
／
県
西
総
合
公
園
（
筑
西

市
桑
山
２
８
１
８
）

■
催
事
（
予
定
）
／
芸
能
発
表
、

大
抽
選
会
、
物
産
店
、
体
験
広
場
、

そ
ば
打
ち
実
演
販
売
、
や
っ
ぺ
え

汁
販
売
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
熱

気
球
搭
乗
体
験
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
昼
間
の
花
火
ほ
か

■
問
合
先
／
筑
西
広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合
（

０
２
９
６-

22-

７
９
７
９
）

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

　

桜
川
市
で
は
、
桜
川
市
真
壁
野

外
趣
味
活
動
施
設
の
管
理
運
営
業

務
を
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
行
う

た
め
に
、
次
の
と
お
り
指
定
管
理

者
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
飲
食
の
提
供
等
に
よ
る

収
入
は
、
指
定
管
理
者
の
収
入
と

な
り
ま
す
。

※
指
定
管
理
者
と
は
、
地
方
公
共

団
体
に
か
わ
り
、
公
共
施
設
の
管

理
運
営
業
務
を
全
般
に
わ
た
っ
て

行
う
方
を
い
い
ま
す
。

■
施
設
の
概
要

・ 

名
称
／
桜
川
市
真
壁
野
外
趣
味

活
動
施
設

・ 

所
在
地
／
桜
川
市
真
壁
町
桜
井

１
０
７
３-

２
、１
０
７
３-

３

・ 

設
置
年
月
日
／
昭
和
50
年
9
月

1
日

・ 

敷
地
面
積
／
1
万
5
千
㎡

■
個
別
施
設

・ 

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
み
か
げ
（
休
憩

施
設
）
／
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
平
屋
建
、
5
百
53･

55
㎡
、
大

和
室
・
中
和
室
・
洋
室
・
ホ
ー
ル
・

厨
房

・ 

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
／
全
天
候
型
3

面
、
１
千
８
百
70
㎡

・ 

ク
ロ
ッ
ケ
ー
場
／
全
面
芝
4
面
、

1
千
6
百
㎡

■
指
定
管
理
者
募
集
要
項

・ 

配
布
窓
口
／
商
工
観
光
課
、
岩

瀬
庁
舎
地
域
窓
口
課
、
大
和

庁
舎
経
済
課
、
桜
川
市
真
壁

野
外
趣
味
活
動
施
設
「
レ
ス
ト

ハ
ウ
ス
み
か
げ
」。
ま
た
、
桜

川
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
:/

/w
w
w
.city

.sa
k
u
ra
g
a
w
a
.lg
.

　

 jp

）
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

・ 

配
布
期
限
／
11
月
９
日
（
金
）

ま
で　

※
休
館
日
を
除
く
。

※
応
募
に
は
、
市
内
に
拠
点
と
な

る
事
務
所
を
置
く
法
人
そ
の
他
の

団
体
等
の
資
格
要
件
が
あ
り
ま
す

の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
募
集
に
関
す
る
質
問
／
募
集
に

関
す
る
質
問
は
、
質
問
書
に
よ
り

行
っ
て
く
だ
さ
い
。提
出
方
法
は
、

郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー

ル
と
し
ま
す
。
電
話
お
よ
び
口
頭

に
よ
る
質
問
は
受
け
付
け
い
た
し

ま
せ
ん
。

　

ま
た
、質
問
に
対
す
る
回
答
は
、

提
出
者
に
対
し
て
文
書
で
回
答
し

ま
す
。

・ 

質
問
受
付
期
限
／
11
月
１
日

（
木
）

・ 

質
問
書
提
出
先
／
商
工
観
光
課

■
施
設
見
学
会
（
１
団
体
等
２
名

ま
で
）
／
応
募
者
は
可
能
な
限
り

（
必
ず
）
見
学
会
に
出
席
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
の
場
合
、
10
月
26
日

（
金
）
ま
で
に
参
加
申
込
書
を
真

壁
庁
舎
商
工
観
光
課
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
提
出
方
法
は
フ
ァ
ッ

ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル
と
い
た
し
ま

す
。

・ 

開
催
日
時
／
10
月
29
日
（
月
）

14
時
〜
（
１
時
間
〜
２
時
間
程

度
）

・ 

開
催
場
所
／
桜
川
市
真
壁
野

外
趣
味
活
動
施
設
（
レ
ス
ト

ハ
ウ
ス
み
か
げ
等
・
桜
川
市
真

壁
町
桜
井
１
０
７
３-

２
・

０
２
９
６-

55-

２
７
２
８
）

■
申
請
書
類
の
受
付

・ 

提
出
方
法
／
申
請
書
類
は
、
次

の
窓
口
ま
で
直
接
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

※
郵
送
等
で
の
申
請
は
受
け
付
け

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
提
出
場
所
／
商
工
観
光
課

・ 

受
付
期
限
お
よ
び
時
間
／
11
月

９
日
（
金
）
10
時
〜
17
時
ま
で

※
土
・
日
曜
、
祝
日
は
除
き
ま
す
。

■
問
合
先
／
商
工
観
光
課
（
〒
３

０
０-

４
４
９
５
桜
川
市
真

壁
町
飯
塚
９
１
１
・

58-

５
１
１
１
、75-

３
１
１
１
代
表
・

℻
０
２
９
６-

23-

８
２
０
０
・

E
-
m
a
il

／sy
ou
k
ou
@
sity
.sa
k

u
ra
g
a
w
a
.lg
.jp

）

「
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
み
か
げ
」
等
の
指
定
管
理
者
募
集

桜
川
市
真
壁
野
外
趣
味
活
動
施
設

，

，

， ，，
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11月分 健 康 ガイド

11月の母と子の健康づくり
月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 持参する物

11/30 (金) 離乳食教室
生後４か月～６か月児
と保護者

９：45～ 10：00
エプロン、三角巾またはバンダ
ナ、スリッパ、ふきん 1枚／会
場：大和中央公民館（要予約）

月　　日 種　　　　　　目 開 催 時 間 備　　　　　　　考

11/15 (木) こころの健康相談 13：00 ～ 15：00
精神科医師が担当し、秘密は厳守されます。（要予約）
会場：岩瀬福祉センター

第1・２・3・
4火曜日

精神保健デイケア ９：30～ 11：30
仲間と楽しい時間を過ごしませんか。お気軽にどうぞ。
（要申込）

11月の精神保健

11月の成人健康づくり
月　　日 種目および会場 対　　　　   象 受 付 時 間 内　　　　　容

11/５ (月)
・19 (月)

総合健康相談（会場／岩瀬
庁舎健康推進課、大和庁舎
保健福祉課、真壁保健セン
ター）

母子・成人全対象
９：00～ 11：00
13：00 ～ 16：00

子供の発達・栄養・しつけ（身
体計測は要予約）・食事や運動
の健康管理相談、糖尿病・高血
圧・高脂血症などの生活習慣病
に関する栄養相談（要予約）、
血圧・腹囲・体脂肪測定など

11月の市民健康講座
月　　日 種目および会場 対　　　　   象 受 付 時 間 内　　　　　容

11/29 (木) 会場／岩瀬福祉センター 全市民対象 13：30 ～ 15：00

心臓病の予防（死亡原因の第 2
位を占めている病気）講師／袖
山医院本院：袖山巳恵子 先生
（前日までに申し込みが必要）

《問合先》健康推進課　  58-5111・75-3111

対象／岩瀬・大和地区の方（会場 /岩瀬福祉センター）

11月の予防接種

月　　日 種　　　　　　目 対象および接種方法 受 付 時 間 持参する物

11/21 (水) ポリオ
生後３か月～７歳６か
月未満

13：15 ～ 13：45 母子健康手帳、体温計、予診票

本年 4月から、ＢＣＧ・三種混合予防接種は個別接種となりました。対象年齢・接種期間を過ぎた方は、
任意接種（有料）となり依頼書が必要な場合がありますのでお問い合わせください。

月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 持参する物

11/14 (水) 4 ～ 5か月児育児相談 H19. ６月・７月生 ９：45～ 10：00
母子健康手帳、送付した問診票、
バスタオル

11/15 (木) １歳６か月児健診 H18. ２月・３月生 13：00 ～ 13：20
母子健康手帳、送付した問診票、
バスタオル、歯ブラシ（子ども
用と仕上げみがき用）

11/22 (木) １歳児健診 H18.10 月・11月生 13：00 ～ 13：20
母子健康手帳、送付した問診票、
バスタオル

対象／真壁地区の方（会場 /真壁保健センター）

11月の乳幼児健診・育児相談

月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 持参する物

11/16 (金) ２歳児歯科健診 H17. ８月・９月生 13：00 ～ 13：20
母子健康手帳、送付した問診票、
バスタオル、歯ブラシ（子ども
用と仕上げみがき用）、コップ

11/20 (火) ３歳児健診 H16. ８月・９月生 13：00 ～ 13：20
母子健康手帳、送付した問診票、バスタオ
ル歯ブラシ（子ども用と仕上げみがき用）、
コップ、尿、目と耳のアンケート用紙

11/26 (月) １歳児健診 H18.11 月生 13：00 ～ 13：20
母子健康手帳、送付した問診票、
バスタオル

11/28 (水) 4 ～ 5か月児育児相談 H19. ６月・７月生 ９：45～ 10：00
母子健康手帳、送付した問診票、
バスタオル

対象／岩瀬・大和地区の方（会場 /岩瀬福祉センター）

11月の献血
月　　日 会 場 お よ び 受 付 時 間

11/13 (火) 岩瀬中央公民館（10：00 ～ 15：30）

月　　日 医   療   機   関   名  住　 　　　　　　所 受  付  時  間

11/３ (土)
山王病院 岩瀬 42 0296- 75- 0600

 ９：00 ～ 12：00

13：00 ～ 16：00

( 保険証は必ず持参）

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

11/４ (日)
つくし野クリニック 真壁町椎尾 2022 0296- 20- 7755

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

11/11 (日)
鏑木クリニック 加茂部４-1 0296- 76- 3131

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

11/18 (日)
なかはら整形外科医院 真壁町飯塚 496- 1 0296- 23- 9955

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

11/23 (金)
上の原病院 上野原地新田 159- 2 0296- 75- 3128

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

11/25 (日)
仁保内科病院 真壁町真壁 425 0296- 23- 8088

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

11月の休日応急診療医療機関

11月の成人の健康診査

月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 内　　　容

11/１ (木)
住民健診（会場：真壁保健
センター）

全地区もれ者
９：30～ 11：00
13：30 ～ 14：30

結核・肺がん検診、基本健康診査など（詳
細は、健康カレンダーをご覧ください）

11/５ (月)
・６（火・
午前のみ）

岩瀬地区
骨粗鬆症検診（会場：岩瀬
福祉センター）

東部・北部の 20 歳～
69 歳の方（西部は平
成 20年度が対象）

９：30～ 11：30
13：30 ～ 14：30
６日は午前（９：30
～ 11：30）のみ

足（かかと）の超音波検査
11/６

（火・午後
のみ）

大和地区
骨粗鬆症検診（会場：大和
体力増進センター）

雨引地区の 20歳～ 69
歳の方（大国地区は平
成 20年度が対象）

13：30 ～ 14：30

11/７ (水)
真壁地区
骨粗鬆症検診（会場：真壁
保健センター）

真壁地区（紫・谷・樺地
区を除く）の 20歳～ 69
歳の方（紫・谷・樺地区
は平成 20年度が対象）

９：30～ 11：30
13：30 ～ 14：30
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来
年
は
茨
城
県
で
国
民
文
化
祭

を
開
催

国
内
最
大
の
文
化
・
芸
術
の
祭
典

　

｢

国
民
文
化
祭｣

が｢

常と
こ

世よ

の
国　

筑つ
く

波ば

嶺ね
　

翔
け
る　

文
化
の
い
ぶ
き｣

を
大
会
テ
ー
マ
に
茨
城
県
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
こ
の
国
民
文
化
祭
に
は
、

全
国
各
地
か
ら
文
化
・
芸
術
の
愛
好

者
が
集
い
、
華
や
か
な
イ
ベ
ン
ト
が

県
内
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

本
年
は
プ
レ
国
民
文
化
祭
を
開
催

　

こ
の
国
民
文
化
祭
の
開
催
を
来
年

に
控
え
、
本
年
、
県
内
各
地
で
文
化
・

芸
術
の
イ
ベ
ン
ト
が
「
プ
レ
国
民
文

化
祭
」
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

桜
川
市
の
プ
レ
国
民
文
化
祭

■
第
42
回
茨
城
県
芸
術
祭
能
楽
大
会

・
日
時
／
10
月
28
日
（
日
）
10
時
〜

・
会
場
／
岩
瀬
体
育
館
（
ラ
ス
カ
）

・ 

公
演
内
容
／
謡
曲｢

桜
川｣

の
発

祥
の
地
に
県
内
の
各
流
派
の
能
愛

好
者
が
集
い
、
能
（
謡

う
た
い

・
仕し

舞ま
い

・

囃は
や

子し

・
狂

き
ょ
う

言げ
ん

・
狂

き
ょ
う

言げ
ん

小こ

舞ま
い

）
を
演

じ
ま
す
。

・
入
場
無
料

■
桜
川
の
大
地
の
焼
き
も
の

　
　

桜
さ
く
ら

川が
わ

焼や
き

〜
試
作
品
発
表
会
〜

・  

日
時
／
11
月
23
日
（
金
）
〜
25
日

（
日
）
10
時
〜
17
時

・ 

会
場
／
旧
真
壁
町
郵
便
局
（
国
有

形
登
録
文
化
財
）

・ 

内
容
／
市
内
の
作
陶
関
係
者
と
陶

芸
家
が
地
元
の
土
で
作
っ
た
陶
芸

作
品
を
展
示
し
ま
す
。

・
入
場
無
料

＊ 

次
回
は
、
来
年
桜
川
市
で
開
催

さ
れ
る
２
つ
の
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま

す
。

第
23
回 

国
民
文
化
祭

　
  

い
ば
ら
き
２
０
０
８

「
常
世
の
国
こ
く
ぶ
ん
祭
」
を
開
催

　
　

平
成
20
年
11
月
１
日(

金)

〜
９
日(

日)

こ
く
ぶ
ん
祭
で

ハ
ッ
ス
ル
し
よ
う
よ
！

　

夏
休
み
の
工
作
品
の
制
作
に
。
生
涯
学
習
と
し

て
の
石
彫
に
。
約
40
人
の
方
が
参
加
。

第
34
回

　

市
民
石
彫
講
座

（ 

プ
レ
国
民
文
化
祭　

い

ば
ら
き
２
０
０
８
・
ス

ト
ー
ン
文
化
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
参
加
事
業
）

夏
休
み

石
彫
体
験
教
室
が
開
催

能の世界に触れる機会です。
ぜひ、会場の岩瀬体育館（ラスカ）に足をお運
び下さい。

世界中の石や金属を使ってオブジェ制作中のチ
ビッコ芸術家

桜川未来塾メンバーの本職の石工の方が、参加者
にノミなどの使い方を直接指導しました。

お母さんと一緒に何を作るのかな？今度はお父さ
んも一緒にね。

一
ひと

彫
ほ

り一彫り魂を込めて彫り上げられた作品です。
“次も新たな作品にチャレンジするぞ！”
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会 　　場：真壁運動場／桃山中学校／総合運動公園／

　　　　岩瀬運動場

試 合日程：11 月 11 日（日）10：30　４会場

　　　　　11月 12 日（月）９：00　４会場

　　　　　11月 13 日（火）９：00　真壁運動場のみ

茨 城県代表チーム：茨城県Ａ：ひたちなか市シニア／

茨城県Ｂ：東海ヤングパワーズ／茨城県Ｃ：オール

美野里／茨城県Ｄ：真壁シニアソフトボールクラブ

参加種目（開催市） 氏名（地区）

ソフトボール

（桜川市）

　坂入　伯郎（真壁町羽鳥）

　小森　考司（西桜川）

　鈴木又兵衛（真壁町古城）

　宮山　義雄（真壁町椎尾）

　柳林　康幸（真壁町田）

　吉原　　繁（真壁町椎尾）

　大島　義雄（真壁町東山田）

　田中　重光（真壁町真壁）

　古谷　安男（真壁町羽鳥）

　田崎　要二（真壁町田）

　佐藤　通夫（真壁町真壁）

マラソン（坂東市）　富田　栄吉（真壁町長岡）

オリエンテーリング

（石岡市）

  松　勝明（高森）

  松　新平（高森）

　田中　孝一（高森）

ターゲット・

バードゴルフ

（日立市）

　堀田　絹子（犬田）

　豊口　包昭（大国玉）

　深谷　信子（下泉）

民謡（小美玉市）
  橋　敏雄（今泉）

　軽部　祐作（富谷）

11月 10 日、笠松運動公園で行われる総合開会式

にも、磯節サンバに地域女性会・女性のつばさ連

絡会・交通安全母の会より 40 人、またシルバー

リハビリ体操には 8人の桜川市民の方が参加いた

します。

　11 月 10 日から 13 日までの 4 日間、60

歳以上の高齢者を中心とする全国健康福祉祭

「ねんりんピック」が行われます。桜川市では、

全国から 66 チーム、990 人の選手が集まり

ソフトボール交流大会を行います。会場では、

交流試合以外にも、おもてなしコーナーや健

康づくりコーナー・特産品紹介などを行いま

す。入場は無料です。どうぞ地元や全国の選

手の応援においでください。

いよいよ始まる

11 月 11 日（日）、12 日（月）には、各会場と JR

岩瀬駅、JR大和駅を結ぶシャトルバスを運行しま

す。来場の際にはこちらをご利用ください。

会場へは無料シャトルバスを
ご利用ください。

ソフトボール交流大会

茨城県代表として桜川市から 20 人の
方が選手として出場いたします。

■問合先／ねんりんピック茨城 2007 桜川市実行委員会事務局（介護長寿課内）
　58-5111・75-3111 ／内線 2335

ソフトボール交流大会

みんな 

見に来てね

平成19年11月10日（土）～13日（火）

（敬称略・９月 14日現在）
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書図 案 内刊新BOOK INFORMATION

大和中央公民館図書室
《児童図書》
ライアンを探せ（ディズニー）　　　　アイリーン･トリンブル
カーズ（ディズニー）　　　　　　　　リーザ･パパデメトリュー
夏のとびら　　　　　　　　　　　　泉　啓子
やっかいなおくりもの　　　　　　　いとうひろし
《一般図書》
深追い　　　　　　　　　　　　　　横山　秀夫
「がばいばあちゃん」
　佐賀から広島へ目指せ甲子園　　　島田　洋七
銀しゃり　　　　　　　　　　　　　山本　一力

【今月のおすすめ図書】

栗原はるみの
ジャパニーズ･ホーム･クッキング

栗原はるみ

岩瀬中央公民館図書室
【今月のおすすめ図書】

脳を育て、夢をかなえる
川島　隆太

貸
出
期
間 

▼ 

２
週
間
（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間 

▼ 

９
時
〜
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
日

問

合

先 

▼ 　

０
２
９
６-

58-

７
１
１
７

貸
出
期
間 

▼ 

２
週
間
（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間 

▼ 

９
時
〜
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
日

問

合

先 

▼ 　

０
２
９
６-

75-

０
３
４
４

《児童図書》

山のかぼちゃ運動会　　　　　最上一平　作・渡辺有一　絵

ぶた公園に集まれ！！　　　　ばんひろこ　作・鈴木びんこ　絵

有名人のママをもっと　　　　新井けいこ　作・新野めぐみ　絵

さんぽひものはつこい　　　　二宮由紀子　作・高畠　純　絵

泣くなツイ　　　　　　　　　長谷川集平　作・山本益子　絵

だんご鳥　　　　　　　　　　飯田朋子　作・長野ともこ　絵

青空のポケット　　　　　　　泉　啓子　作・関口シュン　絵

真壁中央公民館図書室
《児童図書》
熟語の話（全 10巻）　　　　　　　　木暮　正夫
修学旅行パーフェクトガイド（全 7巻）　日本修学旅行協会監修
シリーズ･自然だいすき（１～５巻）　地学団体研究会
アニメ版･ちびまるこちゃん　　　　　さくらももこ
《一般図書》
カシオペアの丘で（上・下）　　　　　重松　清
吉原手引草　　　　　　　　　　　　松井今朝子
銀しゃり　　　　　　　　　　　　　山本　一力
アサッテの人　　　　　　　　　　　諏訪　哲史
女性の品格　　　　　　　　　　　　坂東眞理子
楽園　（上・下）　　　　　　　　　　宮部みゆき

【今月のおすすめ図書】

はい、わかりました。
よし、かかってこい！

大野　勝彦

貸
出
期
間 

▼ 

本:

２
週
間
（
１
人
５
冊
）
／

　
　
　
　

 　

 

ビ
デ
オ:

１
週
間
（
１
人
１
本
）

開
放
時
間 

▼ 

９
時
〜
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
日

問

合

先 

▼ 　

 

０
２
９
６-

55-

０
１
５
９
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桜
川
文
芸

　
　

俳　

句

【
大
和
俳
句
愛
好
会
】

ひ
た
す
ら
に
生
き
る
晩
年
茗
荷
汁

鈴
木　

つ
ぎ

十
薬
を
干
し
て
長
寿
の
夢
を
追
う

安
達　

幸
子

筆
跡
に
老
化
の
残
る
暑
気
便
り

皆
川　

和
子

夏
至
の
雨
久
方
ぶ
り
に
木
々
さ
や
か代

田　

と
し

捨
て
難が

た

き
想
い
を
絶
ち
て
秋
衣

斉
藤
与
誌
江

視
野
限
り
心
安
ら
ぐ
大
刈
田

田
中
は
つ
い

【
桜
川
岩
瀬
俳
句
会
】

野
仏
や
燃
え
て
と
り
ま
く
曼
珠
沙
華野

村
ア
ヤ
子

早
朝
の
筑
波
連
峰
霧
の
な
か

上
野　

吉
江

ひ
と
息
に
日
の
沈
み
た
る
秋
の
里

永
瀬　

ち
い

吹
く
風
に
木
犀
香
る
散
歩
道

中
村
か
つ
子

砂
時
計
川
辺
に
光
り
秋
の
蝶

細
谷　

充
子

羽
音
た
て
て
居
た
る
白
鷺
青
田
の
上
を
蛇
行
し

終
に
一
点
と
な
り
た
り

大
久
保
富
美
江

三
鷹
に
は
無
き
光
と
ふ
児
の
指
せ
る
北
斗
蛍
火

銀
河
の
流
れ

小
林
美
瑳
子

栗
の
花
し
だ
る
る
道
の
雨
し
ず
く
お
ど
ろ
お
ど

ろ
し
傘
深
く
持
つ

五
月
女
静
江

昼
日
中
つ
ゆ
草
抜
く
手
に
青
蛙
ピ
ョ
ン
と
止
ま

り
て
吾あ

を
見
つ
め
い
る

渡
辺
し
な
子

一
心
に
ひ
め
ゆ
り
隊
の
手
記
読
み
終
え
し
若
者

二
人
息
重
く
つ
く

岡
野　

禮
子

明
日
か
ら
は
ま
た
梅
雨
空
も
ど
る
と
言
ふ
今
宵

き
ら
め
く
北
斗
七
星

広
沢
日
出
子

五
十
七
年
馴
染
み
し
本
屋
の
ガ
ラ
ス
戸
に
斜
め

に
白
し
閉
店
の
文
字

山
田　

な
か

傘
を
打
つ
雨
の
音
に
も
友
偲
ぶ
思
い
出
深
し
も

葬
送
の
道

安
達
す
み
子

日
を
追
ひ
て
腕
の
静
脈
あ
ら
は
な
り
老
い
と
言

ふ
字
が
我
に
せ
ま
り
来

石
川　

喜
代

　
　

短　

歌

【
や
ま
と
短
歌
会
】

あ
さ
ま
だ
き　

延
命
水
を
い
た
だ
き
て
長
寿
を

信
じ
笑
顔
を
交
す

中
原
す
み
子

か
け
足
で
林
の
中
を
ゆ
く
少
年
「
カ
ブ
ト
ム
シ

の
木
を
見
て
く
れ
」
と
い
う

皆
川　

米
子

外
堀
の
大
樹
の
陰
に
ひ
と
や
す
み
胡
桃
の
青
実

仄
と
ゆ
れ
居
り

中
島　

龍
子

ホ
ー
ホ
ー
と
青
葉
木
菟
の
声
に
偲
ば
る
る
わ
が

嫁
ぎ
来
し
は
つ
夏
の
日

塩
谷　

明
子

収
穫
を
心
に
描
き
豆
播
き
し
草
引
か
ん
畑
は
耕

さ
れ
お
り

佐
藤
美
代
子

記
念
樹
を
子
と
植
え
し
日
を
目
瞑
り
て
た
ど
れ

ば
わ
れ
は
若
き
母
な
り

北
条　

正
子

つ
く
ば
峯
は
け
ぶ
り
て
墨
絵
の
ご
と
く
見
ゆ
青

田
に
ゆ
っ
く
り
あ
ゆ
む
白
鷺

和
泉　

稲
子

【
岩
瀬
短
歌
会
】

さ
み
だ
れ
に
い
ま
を
盛
り
の
菖
蒲
田
の
濡
れ
た

る
花
を
な
ほ
濡
ら
す
雨

小
林　

む
ら
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わが家の笑顔わが家の笑顔

おばぁちゃんからひとこと

　かわいい、かわいい子

ども達！

　思いやりのある、やさ

しい人に育ってほしいと

思います。

お母さんからひとこと

　朝から晩まで「やん

ちゃ」全開！

　おかげで毎日ヘトヘト

だけど、 二人のママにな

れて幸せイッパイだよ！

宮
みや

山
やま

　留
る

奈
な

ちゃん（写真左）

 平成 11年 7月 16 日生

宮
みや

山
やま

　結
ゆ

翔
と

ちゃん（写真右）

 平成 15年５月 6日生

（真壁町椎尾地区）

　上野沼やすらぎの里キャンプ場

において、市内の小学生 5・6 年生を対象に「桜

川市子ども会キャンプ大会」が開催されました。

　このキャンプは、自然体験や野外活動を通して

団体行動の中で連帯感を養うことを目的に開催さ

れたもので、参加した約 50人の児童は高校生会の

みなさんの指導の下、自然体験活動・夕食準備・キャ

ンプファイヤーなど楽しい二日間を過ごしました。

【 表 紙 】

※このコーナーに掲載をご希望の方は、秘書広報課　（ 58-5111・75-3111 ／内線 1267）までお申込みください。

近
こん

藤
どう

　樹
いつき

ちゃん（写真右）

 平成 14年 7月 24 日生

近
こん

藤
どう

　北
ほく

杜
と

ちゃん（写真左）

 平成 17年７月 15日生

（真壁町真壁地区）

　

こ
の
ト
ラ
ッ
ク
競
技
は
、２
５
０

〜
５
０
０
㍍
の
走
路
全
体
が
傾
斜

し
て
い
る
「
バ
ン
ク
」
と
呼
ば
れ

る
自
転
車
競
技
場
（
競
輪
場
）
で

行
わ
れ
る
も
の
で
、
ス
ピ
ー

ド
と
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
要
求
さ

れ
る
競
技
で
す
。

　

雨
谷
さ
ん
は
、
小
学
校

で
空
手
、
中
学
校
で
は
サ
ッ

カ
ー
で
活
躍
。
高
校
進
学

時
に
父
親
の
薦
め
で
自
転
車

競
技
を
は
じ
め
、
め
き
め
き

と
頭
角
を
表
し
て
、
現
在

は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目

指
し
た
日
本
自
転
車
競
技
連

盟
（
Ｊ
Ｃ
Ｆ
）
の
強
化
選
手

に
も
な
っ
て
い
る
、
日
本
の

自
転
車
競
技
の
将
来
を
担
う

有
望
株
で
す
。「
今
月
、
プ
ロ
テ

ス
ト
を
受
け
ま
す
。
プ
ロ
に
な
っ

て
、
５
年
後
の
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
目
指
し
ま
す
。」
と
力

強
く
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

雨
谷
さ
ん
は
、
メ
キ
シ
コ
で

行
わ
れ
た
「
ジ
ュ
ニ
ア
世
界
選
手

権
自
転
車
競
技
大
会
」
ス
プ
リ
ン

ト
部
で
第
９
位
、
ま
た
タ
イ
で
行

わ
れ
た
「
ジ
ュ
ニ

ア
ア
ジ
ア
世
界
選
手
権
自
転
車
競

技
大
会
」
で
は
、
ス
プ
リ
ン
ト
と

競
輪
の
両
部
門
で
準
優
勝
す
る
な

ど
、
世
界
の
レ
ー
ス
で
活
躍
し
て

い
る
、
作
新
学
院
高
等
学
校
（
宇

都
宮
市
）
の
３
年
生
で
す
。

将
来
の
夢
は
、
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
！

旬
な
人
入い

り

野の

地
区

ジ
ュ
ニ
ア
世
界
選
手
権
自
転
車
競
技
大
会９

位

ジ
ュ
ニ
ア
ア
ジ
ア
世
界
選
手
権

　
　
　
　
　

自
転
車
競
技
大
会　
　

準
優
勝

雨あ
ま

谷が
い 

一か
ず

樹き

さ
ん
（
18
歳
）


